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学校の特徴・課題等
□児童数： 750名 〔1学年3～4ｸﾗｽ（1年生のみ30人学級のため5ｸﾗｽ）+特別支援6ｸﾗｽ〕
〇学校の状況・特徴
　・旧明石商業の校舎を使用。かつては児童数が1,200名を超えていた。
　・まちづくり協議会が学校運営に積極的に協力。校区内ｳｫｰｸﾗﾘｰやお楽しみ抽選会
    等、子どもたちも楽しみにしており、地域に支えられている。
　・３年生で海をテーマに環境体験学習を実施。地域には自然が多く学習材料が豊富。
　　まち探検を行い海の大切さやﾏｲｸﾛﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾞﾐ等の問題を学び、清掃活動も実施。
　・校区に小中各1校。一体で取組を進めている。毎月15日の子ども安全の日に合わ
    せ江井島ｽﾏｲﾙﾃﾞｰとしてあいさつ運動を行っている。
　・高学年の算数の少人数授業に力を入れている。担任と担当教諭とできめ細かな
　　指導を実施。
〇英語学習について
　・５・６年生教科化。ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材を利用しｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成を図っている。
　　５年生ではお店屋ごっこで店員と客の会話を実施。児童自身がより良い会話について
    考え、そもそものｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(笑顔が大切等)を考える機会につながっている。
　・３～６年にALTが入り、児童の興味の向上につながっている。
〇タブレット学習について
　・ほぼ毎日すべての授業で利用。これまでの授業では指名した特定の児童の考え
　　しか把握できなかったが、タブレットで意見交換することで全員の考えが分か
　　り生徒同士がお互いの考えを理解することにつながっている。
　・タブレットドリルを復習等個人の学習に活用している。またキーボード検定を
　　行うなど、タブレットで色々な学習ができていると実感している。
　・タブレットの持ち帰りを、この冬休みから5･6年生で試験的に実施。長期欠席の児童等
　　　の役に立っている。自宅での使用にあたり情報モラルの指導をしていきたい。
〇デジタル教科書について
　・算数と英語で使用。児童の興味を引くことにつながっており非常に良い。学力向上に
　　もつながっている。次年度以降ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰも配備され更に活用されると考える。
　・板書の授業では発問の仕方一つで児童の答えや興味が変わったが、ＩＣＴの活用で
　　　経験の少ない教員もある程度教えることができるようになり、教師の力は一律化される
　　　であろう。教師の工夫が無くなっていくことが懸念されることから、ベテラン教諭の経験
　　　を伝えていく必要あると考える。

池田青少年教育担当課長、前薗明石商業高校事務局長橘教育委員

当日
報告

□生徒数等：  本校676名〔通常664名(18ｸﾗｽ)　特別支援12名（3ｸﾗｽ）〕
〇学校の状況等
　・地域は協力的で、ＰＴＡも協力的
　・生徒たちはしっかり勉強しているが、学力が高い方ではない。
　・生徒指導で苦しんだ時期はあったが、今は落ち着いている。
　・部活動に9割の生徒が加入。運動部(10部)だけでなく文化部(3部)の生徒も多い。
〇タブレット学習について
　・生徒より教師に戸惑いが多い。校内研修を行っている。
　・授業の準備に時間がかかる。しかし生徒の理解度は上がっている。
　・生徒がノートに書く行為が少なくなり、今後書く力、計算する力に影響がでないか心配
　　　している。教科によって板書の授業と使い分けをしなければと考えている。
　・タブレットの持ち帰りは、教員への研修後３月の春休みから行っていきたい。
〇不登校について
　・以前は各学年で1～2名だったが、現在各ｸﾗｽに4～5人程度いる。適応教室を置い
　　ているが、部屋数が不足してきている。
　・小さいころからの家庭の状況にも一因が考えられる。
　・いじめ等トラブルにはすぐに対応している。事実確認を早期に行い早い段階で
　　いじめを払拭できるよう努めている。
〇その他
　・部活動の地域移行の話が出てから、今後顧問をしなくて良いと考える教員が増えた。
　・明石学園・清水ヶ丘でのコロナ対策について、市立の学校と同じ基準を導入した。
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